
学生のキャリアデザイン講座【岡山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ２，０６２ 千円

交付金額 １，０３１ 千円

事業番号 ③

• 近年の人口移動報告（総務省）によると若年層の県外流出が深刻化して
おり、特に20代の就職時期の女性の転出超過が県内で活躍する若い女
性が減少、ひいては本県の少子化の進展の要因となっていると考えら
れる。こうした状況を改善するためには、県内に就職しても仕事とライフ
プランを両立できることを学生時点で意識づけるなど、早期からのキャ
リア意識啓発を行う必要がある。

• 次世代を担う若年層が仕事と家庭の両立を意識し、自らのライフプラ
ンを実現できる職業選択を行えるよう、県内大学において、県内企業
でキャリア形成と家庭の両立を経験したロールモデルと、キャリアデザ
インについて話し合う交流会を開催し、若者が県内に就職してもライフ
イベントとキャリア形成の両立が可能であることを認識してもらった。 • 県内経済団体、岡山県ナースセンター、岡山県社会福祉協議会

• 市町村
• ダイバーシティ推進実行委員会おかやま、大学コンソーシアム岡山

■参加者アンケート結果
• 参加者の８７％が事業内容について「満足」「やや満足」と回答

■参加者の声
• 将来どのように働いていきたいか、自分の生活にあった働き方につい
て考えるきっかけとなった。

• 就職する時に大切にした方が良いことや、将来自分が家庭を持った時
にどのようにして働くかなどを考えることができた。

• 今回の講座を聞いて様々な制度、サービスを知ることができた。

• 参加学生の性別に関係なくテーマ設定したものの、ロールモデルを女
性に限定したため、男子学生への訴求が弱かった。女性の活躍には家
庭、職場、地域での男性側の理解と行動、協力が欠かせないことから、
長期の育児休業を取得するなど共働き・共育てを経験した男性管理職
をロールモデルに加える等、男子学生への訴求力向上の方策が必要と
考える。

項目 目標 実績 達成率

事業
目標

参加者数
３０人

(アウトプッ
ト)

９４人 313％

事業
ＫＰＩ

県内就職への関心が
「高まった」と回答した割合

８５％以上
(アウトカム)

６２％ 73％

県内での仕事と家庭の両立への関
心が「高まった」と回答した割合

８５％以上
(アウトカム)

７６％ 89％

県内大学に在籍する大学生と、県内企業でキャリア形成と家庭の両立を
経験したロールモデルとの交流会を開催し、若者の県内定着や県内での
キャリア形成意欲の促進を図る。



事業の概要

学生のキャリアデザイン講座

大学生が県内での仕事と家庭の両立を意識し、自らのキャリアデザインを明確に描けるよう、県内企業等で活
躍するロールモデルを大学に招いて講話やワークショップを実施し、学生の意識啓発を図った。

＜開催実績＞ 参加者数：延べ９４人
• 川崎医療福祉大学 １１月２１日 参加者数：３４人（満足度９７％）
• 岡山県立大学 １２月 ４日 参加者数：３６人（満足度８３％）
• 美作大学 ２月１０日 参加者数：２４人（満足度７９％）
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